
　小型家電に含まれるリチウムイオン充電池等を
ごみに出されますと、ごみ収集車やごみ処理施設
で火災や故障の原因になります。ごみ収集・処理
の過程で強い衝撃を受けることで発火してしまう
からです。
　写真は、当組合の粗大・不燃ごみ処理施設「リサ
イクルセンター長谷山」で起きた発火事故の事例
です。このようにリチウムイオン充電池等を原因
とする発煙・発火事故が全国的に多発しています。
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リサイクルセンター長
谷山では、令和 6年度
中に 617回も発煙・
発火が発生したのだ。
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環境ふれあいひろばや当組合各ごみ処理施設で回収しています
市役所・町役場、公民館、家電量販店、ホームセンタ等にも小型家電回収ボックスが設置されています。

不要な小型家電は

リチウムイオン充電池が含まれている小型家電の例

城南衛生管理組合


